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第 l章 ICF及びICF・ CYの特別支援教育における活用の意義及び目的
1. ICF及びICF・CYの概要及び本研究での用語の規定
1. 1 ICFについて
ICF(International Classification of Functioning, Disabilities and Health，国際生活機能
分類）とは，人間の生活機能と障害に関する状況を記述することを目的とした分類であり，
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(Participation restrictions )J とした上で，これらの三つを包括する概念を「障害
(Disability) Jとしている．
次に， 1980年にWHOから試案として発表された， ICFの前身であるICIDH
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2007年，U明OはICFの派生分類として， 18歳未満を対象としたICF-CY(ICF Children 
and Youth Version，同児童版）を発行し， 日本では， 2009年に日本語版が発行された 3).
I CF-CYとは， ICFと概念的な枠組みを同じくしながら， 18歳未満の特徴を踏まえた分類
項目の修正と拡充が図られたものである.ICF-CYの活用に関して，堺は，盲・聾・養護学
校（当時）学習指導要領等の解説に示された内容と ICF-CYの分類項目の適合性について






いる Gl.ICFが採択された翌年の2002年， WHOは， ICF-CYの検討を開始した 実際の
検討に当たっては， ICF-CYのワーキンググループ（議長 ：RuneJ. Simeonssonアメリカ
合衆国ノースカロライナ大学教授）が立ち上げられ， ICF-CY策定のための作業が行われた．



















































































































































































































































































































2. 6. 2 活用していない学校の意識
ICF及びICF-CYを活用していないと回答した学校の自由記述について，以下の手順で分析
を行った．









ながら「形容詞・自立J' 「形容詞・非自立J' 「動詞・自立J' 「副詞－一般J' 「副調－助詞類
接続J' 「名詞・サ変接続J' 「名調・一般J' 「名詞－形容動調語幹J 「名詞・副調可能J' 「未
知語J' 「修正Jに限定した．更に 「未知語Jの中から数値のみのものを削除した．動詞 ・形
容詞は，それぞれの語に原文での文脈での意味を反映させるために，必要に応じて原型に近い
形にし，活用の状況を表す際に関連が深いと判断された語は状況を表す形にする加工をし，品
詞情報を「加工済みJとした（例 「できるJ, rできないJを連結させる加工， 「至るJは「至





























3. 2. 1 ICF及びICF-CYの認知状況及び活用の有無
特別支援学校全体でのICF及びICF-CYの認知状況の割合について，図3-1,3-2にそ
れぞれ示す ICFについては， 「①80%以上が知っているJが210校（26.0%)' 「②60%以
上80%未満が知っている」が 117校（14.5%), 「@40%以上60%未満が知っているJが 166
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した．これらのデ ターは， ICFの認知状況40%以上と 40%未満を高低の境界とするともっと
も半数に近い数値で区切ることができるため， 40%以上群（132校）と40%未満群（97紛の2
群に分けた．またICF・ CYの区分も便宜的にICFに合わせ， 40%以上群（59校） , 40%未満
群（170校）の2群に分けた．
3. 6. 2 形態素解析の結果
229件の記述について形態素分析を行い，前述の分析手続きに従い加工・修正した結果， 977
項目の形態素項目が検出され（最小度数l，最大度数 154），そのうち度数が 20以上の項目




検出された形態素項目の頻度については， 「ICFJ, 「研修J' 「今後」， 「ICF・CYJ, 「す
るJ' f活用Jの順に度数が大きかった．また， 「研修J' 「するJ， 「活用J' f考えるJ， 
f活用するJ' 「至っていないJ' 「現在J' 「個別の教育支援計画J' 「個別の指導計画J
の9つの度数の割合については， ICFの認知状況40%以上群の方が， 40%未満群より高かっ







（度数）（割合）40%以上 40"/o以上柑%未済 ω%未満 P-value 特%以上 伺%以上 4”も未満 4のも未満 P-vale 






































































































































































知る 23 10.0 
現在 22 9.6 
個別の教育支媛計画 22 9.6 
個別の指導計画 21 9.2 
作成 21 9.2 
指導 21 9.2 

















































































































































































































































































注： χ2検定，＊pく0.05 （単位度数：校割合： %）
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4. 2. 1 検出された形態素項目及び認知状況との関連について













4. 2. 2 階層的クラスター分析について
まず，クラスターの形成過程については，ICF-CYの認知状況 40%以上群が注目される．
I CF-CYの日本語訳は同調査と同年に発行されたばかりであり，前述の解説では言及されていな
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3. 1. 2 福祉分野
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「心身機能J, f身体構j色J, 「l~!llJJと参加J 及び「環境凶子J の各構成要素それぞれにつ
いて，第1レベルの全項I"!，抜粋された第2レベルの項目及びその他合計 156項目によって織
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3. 2. 2 実際の取り組みをi還して
3. 2. 2. 1 チェックリストによる評価について
チェックリストによる評価は学級担任が行ったが，身体に関する捉え方について不明な点が
あったため，当該内容については学級担任がOTに尋ね，者一き加えを行った















































































































































3. 3. 2 実際の取り組みを通して





















3. 3. 2. 2 生活地図の作成について
C君が在籍する学校の個別の指導計闘には，もともと「生活地図」の楠lが設定されていた．






























































































































3. 4. 2 実際の取り組みを通して
3. 4. 2. 1 チェックリストによる評｛lfiについて
学級披f壬は，自身で評価したとで，主に生活についてわかりにくかった内容について母線に












































クラス~段低 O O G.!.12鴎.「＂ . 
他のつラス 0 0 0 G圏＂害時。
ヨ奪三集約制 0 0 ' 
凶5 8 D君の生活地図
69 
















































・話し言索開E昨 日 I/ I ¥ J勅蜘怒渡と到隠 （＋） 
特定日ことばに対して民応してす動「-r一 ／什剣臥の集積と担妥 （＋） 
することができる I j 九 問りア 開イ弱者 （＋） 
. ＂言語的メッセ～ージ 11 I// 、＇I. ！土乏設罪事長









































・・" 謂副詞し＂制必死 11 
':1'えられた無酌中でほ翻訳した仇考えた
怠説 T Y< 寸りして行動拡とおそをぎる I 
活動に羽す否認悲鳴時ある 見返しが将IC" , "" b 凶吋mo " ,/d 
てなLとき口町曹をま＇＂ . I ...』初陣 -・ • . 1£-ir 
ョー H - －~－ ' I C付して田島て1芳野田Zこγ，
画亙E , . ·•• .I拙欄 11 i// 
身伶割弱g j X、 1より多くめ事斑胤VてJ静lむき出するこ
時刻 I . 0. とでコミュニフ→ι牡れる高品宅監話器~~I品総しiζ，I '¥Iセ肋ア〈掛 け
ぃ γ＼よ ーー：..¥J上容で窃酔配当時下電織を糊してい







3. 4. 2. 4 話し合いについて
①見角平の籾遂について
じ玄五コ


















































3. 5. 2 3巨際の取り紐みを通して







































































rm: p~ウトお一歩行中＠制臥》 ヒ＂フツア？ ι
け問更. ＂手宅自宅う信と完創松島カマな悶＂＇





























3. 5. 2. 4 話し合いについて
話し合いを行った相手は，施設で訓練を根当しているPT，生活商を担当している育成係，












本研究では， rrcF CHECKLTST Version2.la Clinician FormJをICFの日本語公定訳
に沿って翻訳し，それをもとに学級担任が各事例の評価を行ったその過税を通して，以下の
ような多職種連携のツールとしてのICFチェックリストの有効性と談題とが明らかになった














































































































































































問＇＂四開。張緩 caもり ； 
す，.吉 j
＂＂者！




























































































































































































第5主主で級倍した予備的研究としての挙例検討において， WHOの「ICF CHECKLIST 












実的ではないため， WHOからはデータセット例日や前述のほCF CHECKLIST Version 



















































































































2. 2. 3 実証の手順
以Fの手l阪でICF-CYチェックリストを実装したi電子化ツールを使用し，検討を行った















































































3 . 4. I ICF-CYチェックリストでの評価及び作成されたICF関連関を用いた協議に
ついて





















































































































bl lO意識機能 81 58 
bl 14見当識機能 86 34 
bl 17知的機能 98 14 
bl22全般的な心理社会的機能 87 15 
bl25~軽震と個人特有の機能 80 23 
bl26気震と人格の機能 83 20 
bl30活力と欲勤の機能 82 21 
bl34緩限機能 82 29 
bl40注意機能 92 12 
bl44記憶機能 92 12 
bl47精神運動機能 82 19 
bl52情動機能 90 9 
bl56知覚機能 92 18 
bl60怠考機能 82 29 
bl63基礎的認知機能 88 18 
bl64高次認知機能 84 31 
bl67~言語に関する精神機能 93 22 
bl72計算機能 81 35 
bl76複雑な運動を順序を立てて行う精神機能 72 44 
bl80自己と時間の経験の機能 76 33 
b210禄党機能 94 33 
b215固に付属する構造の機能 73 71 
b220目とそれに付属する構造に関連した感覚 53 77 
b230聴覚機能 94 36 
b235前庭機能 84 43 
b240聴覚と前庭の機能に関連した感覚 58 74 
b250味覚 70 50 
b255嘆覚 72 51 
b2601l司有受容覚 76 36 
b265触覚 86 32 
b270温度やその他の刺激に関連した感覚機能 76 51 
b280痛みの感覚 78 41 
b310音声機能 88 49 
b320構音機能 86 52 
b330音声言語（発話）の流暢性とリズムの機能 76 55 
b340代替性音声機能 72 58 
b410心機能 62 80 
b415蜘管の機能 50 105 
b420血圧の機能 52 98 
b430血液系の機能 50 106 
b435免疫系の機能 57 88 
b440呼吸機能 76 73 
b445呼吸筋の機能 58 93 
b450その他の呼吸機能 54 90 
b455運動鮒容能 61 56 
b460心血管系と呼吸器系に関連した感覚 54 94 
b510摂食機能 93 55 
b515消化機能 66 91 
b520向化機能 50 117 
b525jj何度機能 82 52 
b530体重維持機能 70 57 
b535消化器系に関連した感覚 56 89 
b540会般的代謝機能 50 109 
b545水分・ミネラル・電解貿バランスの機能 48 111 
b550体温調節機能 84 49 
b555内分泌腺機能 50 103 
96 
b560標準的な成長維持機能 52 94 
b610尿排濯機能 66 89 
b620排尿機能 80 67 
b630排尿機能に関連した感覚 64 98 
b640性機能 50 81 
b650月経の機能 52 98 
b660生殖の機能 40 118 
b670性と生殖の機能に関連した感覚 40 115 
b710関節の可動性の機能 92 40 
b715関節の安定性の機能 86 51 
b720骨の可動性の機能 84 64 
b730筋力の機能 86 49 
b735筋緊張の機能 88 57 
b740筋の持久性機能 81 72 
b750遂動反射機能 78 63 
b755不随意運動反応機能 84 65 
b760随意運動の制御機能 86 43 
b761自発的運動 80 52 
b765不磁窓運動の機能 78 66 
b770歩行パヲーン機能 84 60 
b780筋と運動機能に関連した感覚 74 73 
b810皮膚の保護機能 53 92 
b820皮膚の修復機能 50 105 
b830その他の皮腐の機能 52 83 
b840皮膚に関連した感覚 54 90 
b850毛の機能 34 135 
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d550食べること 96 31 
d560飲むこと 96 38 
d570健康に注意すること 88 27 
d571安全に注意すること 92 28 
d6!0住居の入手 39 137 
d620物品とサー ビスの入手 62 83 
d630調理 66 60 
d640調理以外の家事 66 48 
d650家庭用品の管理 54 74 
d660他者への援効 68 59 
d710基本的な対人関係 95 15 
d720複雑な対人劉係 84 31 
d730よく知らない人との務係 80 31 
d740公的な関係 82 39 
d750非公式な社会的関係 78 30 
d760家族関係 94 21 
d770親密な関係 82 61 
d810非公式な教育 70 45 
d8!5就学前教育 86 62 
d816就学前教育時の生活や課外活動 84 56 
d820学校教育 98 14 
d825織業苦I練 84 65 
d830高等教省 70 90 
d835学校生活や関連した活動 82 32 
d840見習研修（職業準備） 70 88 
d845仕率の獲得・維持・終了 72 81 
d850報酬を伴う仕事 64 91 
d855無報搬の仕事 56 84 
d860基本約な経済的取引き 74 85 
d865複雑な絞済的取引き 48 130 
d870経済的自給 48 119 
d880遊びへの取組 90 18 
d910コミュニティライフ 62 70 
d920レクリエー ションとレジャー 82 19 
d930宗教とスピリチュアリティ 19 151 
d940人権 62 85 





el IO個人消費用の製品や物質 58 88 
ell5臼常生活における個人用の製品と用具 72 56 
el20億人的な屋内外の移動と交通のための製品と用具 72 69 
el25コミュニケーション用の製品と用具 78 55 
el30教育用の製品と用異 80 51 
elお仕事用の製品と用異 56 95 
el40文化・レクリヱーション・スポーツ用の製品と用異 63 70 
el45宗教とスピリチュアリティ儀式用の製品と用具 15 159 
el50公共の建物の設計・建設用の製品と用具 50 115 
el55私用の建物の設計・建築用の製品と用主主 50 117 
el60土地開発関連の製品と用呉 18 173 
el65資産 30 141 
e210自然地理 35 151 
e215人口・住民 34 150 
e220植物相と動物格 28 149 
e225気候 52 112 
e230自然災害 50 136 
e235人的災害 41 142 
e240光 54 106 
e245時期的変化 52 101 
e250音 74 64 
e255振動 50 100 
e260空気の質 48 125 
e310家族 94 22 
e315親族 82 32 
e320友人 88 20 
e325知人‘仲間・同僚‘燐人・コミュニティの成員 86 30 
e330権限を持つ立場にある人々 69 88 
e335下位の立場にある人々 52 110 
e340対人サービス提供者 82 55 
e345よく知らない人 53 82 
e350家畜・家禽など 38 123 
e355保健の専門職 84 49 
e360その他の専門職 80 53 
e410家族の態度 94 16 
e415毅族の態度 84 37 
e420友人の態度 84 32 
e425知人・仲間・同僚・燐人・コミュニティの成員の態度 78 47 
e430権限をもっ立場にある人々の態度 70 81 
e435下位の立場にある人々の態度 54 104 
e440対人サービス提供者の態度 76 69 
。445よく知らない人の態度 54 96 
e450保健の専門職者の態度 78 62 
e455その他の専門験者の態度 77 70 
叫60社会的態度 54 98 
e465社会的規範・慣行・イデオロギー 50 116 
e510消費財生産のためのサービス・幸IJ度・政策 48 132 
e515建築・建設に関連するサービス・帝IJ[草創政策 32 154 
e520土地計画に関連するサービス・制度・政策 26 161 
e525住宅供給サービス・制度・政策 50 125 
101 
e530公共事業サービス・制度・政策 52 106 
e535コミュニケーションサービス・制度・政策 54 80 
e540交通サービス・制度・政策 64 78 
e545市民保護サービス・制度・政策 54 IOI 
e550育法サービス・事lj度・政策 50 117 
e555間体と組織に関するサービス・制度・政策 48 130 
e560メヂイアサービス・制度・政策 ' 52 101 
e565経済に関するサービス帰lj度・政策 52 121 
e570社会保障サービス・制度・政策 76 89 
e575一般的な社会的支援サービス・制度・政策 80 49 
e580保健サービス・制度・政策 8日 48 
e585教育と訓練のサーピス・制度・政策 80 55 
e590労働と雇用のサービス・制度・政策 63 109 























































































































































































































































































































































































































I できること、望ましい行動等 I I 右片麻揮に起因する事項 I I てんかんに起因する事項 I 
｜ 心身機 能・身体構 造 ｜｜ 活動 IL_ 参加 ｜ 
I b73o l筋力の損能 I 扇面 賀直書酎F I ／『 dl同 ｜注意を集中すること ｜＼ 
I 右片熔偉 I 欠持発作が1日に何度かあることがあEI 「 ~；，益法~~ ~~：：引で懇話：~ I~諸説l 周囲の音声に気を殴られる．I b77o l歩行パ9ー ン織能 I 右足を引きずるように歩曹‘ I 
つまづ〈ζともある． I 
b4ss I運動耐容能 I 
ランニンヴでは体育館 I 
－周弱で走りを止める． I 
bl34 I睡眠徳能 I 
午後の1費量院や下校像、眠る E
ことが多い． I 





り、目がうつろになり‘脱力する． 11 I 
bll4 I見当路披舵 I , I I I 独り冨で隠すことがある． l・ ・






｜畑一で笑つヂ刊 …… ｜｜ ！ 叫拙~ ， I …び…りすることがあ ． I I ，＿.リー ・ 山 a - - I  安全への意滋が少ない．
活動の見通しを持つ屯ことが I I 陣開場ι間早ゆ慣阻＂＂＂匂 ・ · ~ 
dllO I注意して視ること
mしい・ 11 dl35 I反復 1 I d2川単ー闘の遂行u 閉じ掌奮闘が続〈は ｜｜ 他に悶られて遂行
l に伏せるなどして止める． 1 できない時がある．
~I：…Mつことがある


















＼ ］ ｜ d川書〈こと ｜ 
I 1 I ( ‘』虚~醤T 竃習署j ’”
dl‘01随むこ
文字のひとつひとつに注 ｜ 怠ぞりが曹がで曹る． 川l嗣35l下肢を使つて物をE d4ss 1移動 I 1
鴎むことが舵しい． ｜． 一一 ｜ I 動かすこと I t’ 
' - --.,, I 五d柵 lさまざまな場所 I 
『h R量r~ __., Iポールを断、片足立ちI 移動 I 
I d172 I計算 I 一｜l’l詰足を眠とするこ.， d枯 01歩行 I 
｜ d州計算の学習 ｜！ 叩 1tt•の掌雷 I ¥. I つまづ〈ことがある． i 
｜…て… 叫上は孟対応で1一敏附応して
昔ないこと均《ある． ｜ ができる． r I 酬 01細川手の使用 「－－＼＿ ~I ？.，~ ~ ..) 、 ，〆 /I • 
ひもの銭箱びがで曹る． I d446 I細かな足の使用
ι♂園包 B 右足は舵しい．
I へツドギ7の棚． 'I t元てんかん東の服用・ 1 腿議院使用・（肉厩き｝ ｜ r －ーー ’ーF 、
























































I CF-CY関連図ワークシ トー チェックリスト名称 ICF-CYチェックリスト
























































































I dm 1艶竺到IdlSO I計算の学習｜聞こえなくても言い出せず、わかった
. I ふりをする。





｜ しゃがむことが若手。 ｜ 
ds20 I身体各部の手入れ
I e220 I他物相と動物相 ｜ ｜ 仰 ｜自分の行動の管理
動物や昆虫が苦手で、組物に触｜ ｜初めてのことや不慣れな場面で尻込みす




































































































































































































































d34S I書き言葉による ｜ 
メッセージの表出 ｜ 
文字を書いて言葉を伝える ｜ 
d170 I書くこと ｜ 
ひらがなを書くことができる ｜ 
上手く表せないひらがながある ｜




























































































































































































































































d540 I蔓蚕 .I d330 I話すこ
滑脱できるが、前後・表裏の区｜｜一緒文、一郎ニ絡文で積徳的
別ができないことがある。 ｜ に会話する．













































































































































































視覚隙察 7 18 




病弱・身体虚弱 40 21 
言語隙寄 。 13 
情緒障害 「一一一一一一一「
3 2 
自部症 7 39 
LD 4 3 
ADHD 2 9 
高機能自閉症 4 10 
障筈に関する診断名なし rゅ ω伊何時一一一一一一一一一一.，
4 1 









特別支援学校小学部 47 88 
特別支援学校中学部 42 52 







小・通常の学級・ )I]j級利用 1 。























ICF及びICF-CYの全項目は， b（心身機能）， s（身体構造）， d（活動と参加）， e（環境凶子）の
設のアルファベットと数値との組み合わせによって，コード化されている．
表8噂3 探索的因子分析の結果
項居 IT 田 官 h2 
d166読むこと 0909 0.220 0.202 0 182 0.862 
d170書くこと 0.907 0.211 0.190 0.166 0.863 
d145書くことの学習 0.873 0.285 0.184 0.151 0.788 
d175問題解決 M70 0.182 0.279 0.157 0.780 
d140読むことの学習 0.849 0.342 0.203 0.150 0.742 
d220複数課題の遂行 0.846 0.206 0.323 0.111 0.731 
d325書き言葉によるメッセージの理解 o.ll34 0.197 0.310 0.254 0724 
d230臼課の遂行 0.834 0.266 0.264 0.164 0.700 
d345書き言葉によるメッセージの表出 0.812. 0.231 0.287 0.189 0.667 
d330話すこと 0.808 0304 0.258 0.168 0.656 
d350会話 o,788 0.218 0.291 0.149 0.627 
d250 13分の行動の管理 o:n1 0.271 0.363 0.125 0.614 
d210単課題の遂行 0.774 0.335 0.316 0.117 0.607 
d163思考 0771 0.278 0.329 0.233 0.601 
出55技能の習得 : 0.455 0.198 0.106 0.653 d17H主怒決定 0.347 0.346 0.100 0.556 
d360コミュニケー ション用呉および技法由利用 0.725 0.384 0.374 0.167 0.550 
d137概念の習得 0.721. 0.422 0.290 0.187 0.549 
d240ストレスとその他の心理的要求への対処 0.721. 0211 0.395 0.154 0.544 
b172計算機能 .0.714 0.364 0.215 0.176 0.529 
d470交通機関や手段の利用 。713 0.395 0.267 0.103 0.537 
d710慕本約な対人関係 0,103. 0.220 0.390 0.127 0.519 
d310話し言葉の理解 0.657 0.331 0.356 0.223 0.452 
d730よく知らない人との際係 0646 0.150 0.476 0.182 0.502 
b164高次認知機能 .o.641 0.311 0.357 0.238 0.433 
b180自己と蒋闘の経験の機能 0.641 0.353 0.331 0.222 0.434 
d570健康に注意すること 0.636 0.337 0.352 0.171 0.427 
d332歌うこと 0.467 0.274 0.251 0.467 
d640調理以外の家事 0.268 0.406 0.080 0.431 
d720複雑な対人関係 0.61.7 0.065 0.459 0.155 0.492 
d720復雑な対人関係 0.61}. 0.065 0.459 0.155 0.492 
d720複雑な対人関係 0.617 0.065 0.459 0.155 0.492 
d720複雑な対人隣係 0.617 0.065 0.459 0.155 0.492 
116 
d571安全に注意すること 0.617 0.388 0.308 0.122 0.417 
d520身体杏部の手入れ 0.616 0.452 0.286 0.159 0.440 
d315非言語的メッセージの理解 0.606 0.457 0.338 0.197 0.435 
d160注意を集中すること 0.579 0.412 0.275 0.167 0.382 
b176複雑な運動を順序を立てて行う精神機能 0.577 0.481 0.309 0.303 0.429 
d825戦業訓練 0.552 0.236 0.472 0.212 0.386 
出61注意を向けること OS44 0.382 0.319 0.173 0.341 
b160思考機能 0.515 0.296 0.398 0.221 0.319 
d445手と腕の使用 0.309 0.874 0.244 0.175 0.778 
d430持ち上げることと運ぶこと 0.403 0.837 0.251 0.204 0.719 
d440細かな手の使用 0.406 0.830 0.240 0.189 0712 
d450歩行 0.380 0.827 0.217 0.218 0.699 
d420乗り移り（移乗｝ 0.366 0.825 0.251 0.252 0.686 
d455移動 0.387 0.816 0.229 0.187 0.685 
d415姿勢の傑持 0.199 0812 0.207 0.218 0.672 
動きや
d410基本的な姿努の変換 0.123 0.812 0.219 0.218 0.696 
感覚の
0.800 出回さまざまな場所での移動 0.420 0.234 0.216 0.665 
活用
'.0.800 b770歩行パ告ーン機能 0.364 0.208 0.222 0.652 
d446細やかな足の使用 0.429 0.767 0.254 0.211 0.617 
d465用具を用いての移動 0.391 ：~：：. 0.253 0.184 0.570 d560飲むこと 0.355 0.211 0.217 0.557 
d530排潰 0.435 ・'・ .0.7J6 0.225 0.206 0.579 
／／／ 
b760随意運動の制御機能 0.139 0.729 0.212 0.265 0.553 
d550食ベること 0.383 0:121 0.211 0.178 0.543 
d131物品を使うことを過しての学習 0.407 : 
0.253 0.238 0.541 
b210視覚機能 0.262 0.200 0.357 0.519 
b710関節の可動性の機能 0.039 0.701 0.174 0.232 0.549 
b510摂食機能 0.069 0.701 0.175 0.286 0.540 
／ ／ 
b761自発約運動 0.168 0.683 0.344 0.272 0.503 
b265触覚 0.117 0.660 0.228 0.322 0.471 
b765不随意運動の機能 0.233 0.659 0.361 0.249 0.464 
b310音声機能 0.364 : 0.249 0.454 0.508 b235前庭機能 0.288 0.260 D.400 0.457 
b260箇有受容党 0.166 0.615 0.293 0.343 0.416 
d331言語以前の発語（晴語の表出） 0.207 0.598 0.286 0.244 0.370 
b230聴覚機能 0.263 
::95 
0.163 0.468 0.452 
b340代替性音声機能 0.335 68 0.345 0.385 0.389 
d120その他の目的のある感覚 0.205 68 0.321 。咽364 0.371 
b147精神運動機能 0.302 0.555 0.212 0.253 0.324 
117 
d110注意して視ること 0.343 0.528 0.281 0.170 0.311 
e425知人仲間伺僚ー隣人コミュニティの成員の態度 0.382 0.139 .0798 0.253 0.666 
e440対人サービス提供者の態度 0.280 0.295 0.781 0.223 0.618 
e415貌篠の態度 0.299 0.201 0.770 0.250 0.595 
e450保健の専門職者の態度 0.225 0.204 0.767 0.233 0.594 
e455その他の専門勝者の態度 0.243 0.173 0.766 0.228 0.593 
e315親族 0.260 0.133 o . 1sil 0.258 0.589 
e420友人の態度 0.455 0.191 0.746 0.257 0.601 
e325知人仲間・同僚・鱗人・コミュニティの成長 0.347 0.118 0.741 0.282 0.580 
e410家族の態度 0.227 0.197 0730 0.199 0.539 
e360その他の専門職 0.154 0.232 0.716 0.270 0.532 
e320主人 0.393 0.131 。714 0.305 0.556 
e430権限をもっ立場にある人々の態度 0.346 0.054 0.708 0.16.B 0.555 
e535コミュニケー ションサー ピス・制度・政策 0.313 0.288 ;0.697 0.319 0.496 
e585教育と訓練のサービス・制度・政策 0.273 0.324 0.692. 0.279 0.492 
倒係者 I.町通サ一同度政策 0.297 0.355 0.689 0.276 0.495 
の態度 e355保健の専門職 0.125 0.308 0686 0.241 0.513 
e330権限を持つ立場にある人々 0.289 0.129 .0.679 0.230 0.474 
e340対人サービス提供者 0.170 0.417 0.665 0.184 0.524 
e575一般的な社会的支援サービス，制度・政策 0.171 0.309 0.6.64 0.168 0.474 
e570社会保障サービス・制度・政策 0.286 0.298 0.658" 0.280 0.443 
e310家族 0.198 0.161 シ0644 0.166 0.420 
e580保健サービス制度政策 0.152 0.336 0.639 0.237 0.449 
e110個人消費用の製品や物質 0.317 0.336 0.636 0.279 0.427 
e140文化・レヲリエ シヨン・スポツ用の製品と照具 0.357 0.475 ・.o.6 26 0.313 0.480 
d920レヴリエー ションとレジャー 0.486 0.289 
o::: 
0.201 0.452 
e345よく知らない人 0.281 0.213 06 0.309 0.383 
d810非公式な教育 0.481 0.161 0.59・ 0.279 0.453 
e590労働と庖用のサービス・制度・政策 0.441 0.310 0.598 γ 0.223 0.415 
e115 8常生活における個人用の製品と用異 0.140 0.433 0.559 0.255 0.410 
d820学校教育 0.347 0.176 0.505 0.219 0.285 
s250中耳の構造 0.244 0.374 0.347 
～1 同::9醐78 
0.980 
時 Is2叩の構造 0.252 0.385 0.344 0.962 
の構造 s240外耳の構造 0.249 0.377 0.363 0.900 
s310鼻の構造 0.160 0.419 0.397 0.854 0.767 
国有値 34.538 12.601 10.585 3.919 
寄与率（帖） 25.498 11.172 9.843 9.310 
第 l因子は， dl72計算， d150計算の学幸子， dl66読むこと， dl70苦手くこと等の項目の
l18 
負荷量がi弱く，学習に必要な基礎的な内容とその利舟に関連する内容を表していると考え，
「基礎学習とその利用j と命名した． 第 2民子は， d445手と腕の使用， d430持ち上げ










！日~））に示す．適合度指標は，測定不変モデル (CFI=0.905. PCFI=0.758, RMSEA= 
0.078, AIC= 1583.155, BCC= 1622.228）のほうが，制約を設かない場合（CFI=0.905,
PCFI=0.726, RMSEA=0.08, AIC=l595.157, BCC=l639.812）よりモデルの適合度
が高く，測定不変モデルでの悶子構造の検討が可能であることが線認された．

























1258. 929 ’” 1414. 95 "' 
1076. 299 州 72.734 桝
651.041 削 630.007 州
138. 346 桝 132.64 附
有意
水司E





















共分散 有意水準 共分散 有；i;J:水準
基礎学習とその利用←→filJきや感覚の活用 407. 654 桝 35. 278 桝
基礎学習とその利用←→関係者の態度 194. 836 147. 109 
基礎学習とその手iJnJ←→耳と鼻の構造 34. 589 237. 027 
動きや感覚の活用←→関係者の態度 97. 091 20. 822 桝
動きゃ感覚の活用←→耳と主主の構造 398. 803 260. 62 附
関係者の態度←→耳と鼻の構造 30. 179 22. 608 




























































































































2. 1 2 インタビュー実施時期
l回目は2009年2月， 2問自は同年3月とした．
































































































































































3. 2. 1 参加者





各校の ICF又はICF-CY/;liflを検討始めてからの年数は， A校： 1年から 5年・平均
3.2年間， B校 4年から 6年・平均5.7年間， C校 4年から 6年・平均4.7年間， D校：





3. 2. 2 インタビュー実施時期
A校： 2010年7fil,B校：何年 10月， C校： 2011年 1月， D校：同年3月とした．


















































































































































































































































































































































































































































いて（答申） 2008, p.136. 










8）徳永盟希雄.ICF及びICFversion for Children and Youth （悶際生活機能分類児童青年期版）を巡





















季初特別支援教育.2009, No.34, p.8-1. 
20)11/問i住之介．特別支筏学校学寄指導要飯の改訂と自立活動．肢体不自由教育.2009, 190号，p.14-19.



















ための特別支援教育の推進（報告）J. 2012, p.32. 
第2主主本研究の構成




第3宣言特別支援学校における ICF及びICF・ CY 活用状況に関する研究




















13）小田利勝 ウルトラ・ビギナーのためのSPSSによる統計解析入門，プレアデス出版， 2007. 
14）村瀬洋一，高田i'F-，康淑毅土編： SPSSによる多変盤解析，オーム社， 2007. 
15）内閣府：障害者基本言1・r理i,2002. 
16）中央教育審議会幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学留指導婆領等の改善につ










2)1世界保健機関（WHO）・浮生労働省統計情報部.ICF悶CY 国際生活機能分類一児議版一.2008, p.4. 
3）厚生統計協会.ICF （国際生活機能分類）特集．厚生の指標.2011, 58, p.l. 
4）国立特殊教育総合研究所・位界保健機関（WHO）編著.ICF （国際生活機能分類）活用の試み一線害









ージョンの教育施策への活用に関する開発的研究J研究成果報告 2008, p.131-155. 
10）発達隙f会学会．特集．発達陣容領域における国際生活機能分類ICFの活用．発達陣容研究，2007,29.4.
11）医学書院．特集：関係生活機能分類（ICF）の現況と問題点総合リハビリテーション.2009, 37, 3, 
p.220-226. 
12）紀国谷恵子．関係生活機能分類(InternationalClassification of Functioning, Disability and Health: 
ICF）にみた福祉・保健・医療の専門職協働における連携に関する貢献と課題．東北福祉大学大学続総
合福祉学研究科社会福祉学専攻紀要.2007, 5, p.52司63.
13）大JPJIF生.ICF （国際生活機能分類）ー「生きることの全体像」についての f共通言語j ．第1問
社会保j湾審議会統計分科会生f舌機能分類専門委員会資料.2006. 










「特別支援教育における ICF噂CYの活用に関する実際的研究J研究成果報告書.2010, p.59‘64. 




科学.2008, 23(2), p.267-273. 
2）浅JI育性t，佐藤総子，臼田滋．国際生活機能分類「活動制限jの評価の検者間信頼性－FIM対応コー
ドからの検討理学療法科学.2011, 26(1), p.149-155. 
3）大工谷新一．隈際生活機能分類からみたりハビリテーション， 2008.関商理学療法， 8,p.57-61. 
4）藤本保志，山田裕子，安藤篤：｛也. lfYl'li~品事務術後のl且鴨・線下 IJ ハビリテーション耳鼻i羽喉科医とし
ての役割．頭頚部主主.2005, 31(3), p.326-330. 
5）原口健三，長谷麻由，多賀誠：他.ICFによる症例報告指針（モデル築）の紹介とその有効性．柳川リ
ハビリテーション学院・福岡国際医療福祉学院紀要.2006, 2, p.24“28. 
6）綱井俊希， j撃回豊，加藤岡usr-：他．回復期リハビリテーション病棟入院患者の活動量の変イ七：退院前後
1ヶ月での活動議の比較．理学療法科学 2011, 26(1), p.111-115. 
7）五十嵐進．国際生活機能分類を基盤にしたリハビリテーションチーム医療ー医療. 2007. 61(5), 
p.292苧296.
8）伊勢回発．国際生活機能分類（ICF）と精神障害．精神障筈とリハビリテーション－ 2002, 6(1), p.45-49. 
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9）石間利江 ICFを基盤とした中＋区神経疾患患者の評仰と治療の実際．理学療法学.2011. 38(8), 
p.617-619, 
10）石坂正大，金子純一朗，福田真人：他.＠復期lリハビリテーションにおける至i道運動負術指様の検討




と感じている作業に関する調査作業療法.2009, 28(4), p.385-395. 
13）栗原まなてんかん発作とてんかんの診断大婆索 中＇＂ 5の活用に向けて，てんかん研究.2006, 24(1), 
p.18-25. 
14）！訪問滋美．失語症者の能動的態度に関する検討 評価表の作成を試みて．音声言語医学.2008, 49(4), 
p.248-253. 
15）真柄彩．保健医療福祉速機教育からみたICFの利用状況．厚生の指襟.2011, 58(1), p.32-35. 
16）松下太認知症高齢者の理解と作業療法ー大阪作業療法ジャーナル.2010, 23(2), p.11-16. 
17）二唐東朔．国際生f古機能分類をふまえた椀能矯正訓練士の役割 Japaneseorthoptic journal. 2004, 
33, p.15-20. 
18）丹羽教，長谷麻由，原口健三＿ ICFの特性を活かした臨床実智に向けた学内・臨床指導の視点．国際
医療福祉大学リハビリテーション学部紀要 2005, 1, p.59-66. 
19）野尻晋一， i幻永裕司丹，大久保智明．訪問リハビリテーションにおける筏宅支援の観点（シンポジウム
在宅高鈴者への支援） . 1言語聴覚研究 2007, 4(2), p.78・86.
20)0hgane Kunishige, Ohgane Akane , Okawa Yayoi. A relationship between levels in Functioning. 
インテリジェントシステム・シンポジウム講演論文集.2006, 16, p.79・80.
21）岡田幸之，松本俊彦，野口博文：他.ICFの精神医療への導入 ICFに基づく精神医療実施計酒書
の開発．精神医学.2007, 49(1), p.41-48. 
22）大川弥生．リハビリテーションに携る者としての資質峨業倫埋と科学性．理学療法学－ 2004, 31(4), 
p.227-232. 
23）大川弥生.ICFから高齢者医療・介護を考える 生活機能学の立場から．老年看護学.2009, 13(2), 
p.18-27. 
24）大Jil弥生．災害時の生活不活発病の重要性ーその多発と予防．医学のあゆみ－ 2011, 239(5), p.492-496. 
25）大槻利夫連載第2回ボパースアプローチ 現在そして将来にわたり発展しつづける概念と治療実
践その 1 ICFに基づ、いた評価と治療理学療法学.2010, 37(2), p.122-126. 




ユニフィケーションの視点から．茨城県立医療大学紀要－ 2006, 1, p.163-171. 
28)Sa血yraH.J. Keus, Bloem Bastiaan R., Hendriks Erik J.M. et. al.エビデンスに基づいたパーキ
ンソン病理学療法の分析と臨床と研究のための勧告.Movement disorders. 2007, 1(1), p.13-22. 
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29）佐藤徳太郊．糠尿病とリハビリテーション．リハビリテーション医学 2003, 40(2), p.141-148. 
30）心光世津子，迷藤淑美，諏訪さゆり．精神看護学実習のための ICFの視点を取り入れた看護過程自




ーション活動の評イl町一CADL成綴と実行状況の比較．言ー語聴覚研究 2005, 2(3), p.168-175. 
33）坪井真．老年爾科医療と高齢者福祉 国際生活機能分類（ICF）の健康概念に慕づく問分野の関係性
(1）.老年歯科医学.2009, 24(3), p.311今315.
34）坪井真 老年歯科医療と高齢者福祉 図書長生活機能分類 (ICF）の健康概念に基づく両分野の関係性
(2). 老年Iお科i哀学.2010, 24(4), p.381・388.
35））＇.平井真．老年齢科医療と街齢者福布｜一間際生活機能分類（ ICF）の健康概念に基づく河分野の関係性
(3）.老年歯科医学.2010, 25(2), p.147-152. 
36）内山美様子，小i磐苦手J工，遠藤伊豆美.ICFを活用した精神科リハビリテーションにおける評価の実際：
評価表の分析による考妻美．病院・地域f毒事112t学.2008, 50(3), p.69. 




能をどう従え，どう生かすか．作業療法.2002, 21(6), p.516-521. 
40)J二田敏．殴際生活機能分類（ICF）とリハビリテーション医学の課題．リハビリテーション医学.2003, 
40(11), p.737-743. 




ション研究 2009, (63), p.50・53. 
43）綿森淑子．失誘疲リハビリテーションの最近の動向とICF.県立広島大学保健編祉学l1B誌： 人間と科
学.2006, 6(1), p.5・ 16. 




1, p.l ・4. 
2）太湯好子，中島望，川崎緑：他．地域高齢者のICFに基づく機能的，構造的統合性の測定尺度の検討
岡山県立大学保健縮技学部紀要.2010, 17, p.7・17. 




の試論．四天王寺大学紀要 2008, 46, p.465-475. 
5）場数志，本間！専文，桜井康宏．介護予防を悶的とした高i始者の住環境と ADL・ QOLの関係に関する
調王託研究 日本建築学会計閥系論文集.2007, 620, p.1-7. 
6）金文書室 中国における知的隊害者の活動と参加に隠する評価 ICF安用いた評価を通して 長崎ウエ
スレヤン大学現代社会学部紀要－ 2009, 7(1), p.81-84. 
7）事jlLi裕美 ストレングス視点によるジェネラリスト・ソーシャルワーク一地域生活支援に向けた彼点




題I：全問調査結果と ICFとの関連．病院・地域精神医学.2008, 51(1), p.74-76. 
10）鳩任！公香，｝JU齢する肢体不自由詩容をもっ人々の参加の妥国分析 障害種類別にみる特性に然点をお
いて社会福祉学.2004 ' 45(1), p.35-45. 
11）松浦晴美，本多留美．介護老人保健施設での言語聴、党土のあり方を模索して コミュニケーション際
害学.2005, 22(1), p.41-46. 
12)Mita Takehiko , Mikami Furniaki , Oda Ko , Okada Kitoku. Associations between Mobility 
Restriction and Motor and Intellectual Impairments, and the Impact of Environmental Factors in 
Children with Disabilities. Kawasaki journal of medical welfare. 2012, 17(2), p.80-86. 
13）三関岳彦，三上史釘，沼里子宏樹：他 n支体不自由児施設入所者の余暇訴勤時における生活機能と潔境
因子の評価．川崎医療福祉学会誌.2010, 19(2), p.339-346. 
14）水村若手子．サリドマイド胎芽病による上肢障害者のケーススタディからみた｛主要求と住環境整備に関
する研究 日本とスウェーデンの比絞から．日本家政学会誌.2004, 55(8), p.623-634. 
15）長崎和員IJ.障害稜度区分のあり方 ICFの視点から考える．精神障害とリハビリテーション 2007,
11(2), p.122”126. 
16)Nagata Chizuru. The utilization of personal mobility in an Aging Society and Quality of Life : 
from the view point of ICF Activities and Participation dimensions. 熊本大学医学部保健学科紀~－
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(1）米煩 〔 〕 ( 4）縦婚経験あり
( 2）既婚 〔 〕 ( 5）配偶者と死別
( 3）別居中 〔 〕 ( 6）同桜中
A.7職業に関すること（最も近いものをひとつ選んでください）
(1）サラリーマン 〔 〕 （引退職後無職 〔 ］ 
( 2) 自営業 〔 〕 <n n町議（健康上の理由による） 〔 〕
( 3 ）ボランティア寄与 〔 〕 (8) !U殴（他の理由による）〔 〕
( 4）学生 〔 〕 ( 9 ）その他 〔 〕




























































































































































3 重度のE層難活動や参加についての 50%以上の問題。すなわち，過去 30日以内にしばしば起こっていた程
度で，日常生活の中でさら支障を来たす部分が多くなる程度の問題。








































































。限害凶子なし （なし，存在しない無視できる限寄因子 • ) 0・24% 
1 経度の問答凶子 （わずかな，低皮の限害因子 ・) 5・24% 
2 中等度の姐察関子（中程度の，かなりの促進悶子…）
3 m1笠の組害因子 （高度の，極度の阻諜殴子“）




。促進限子なし （なし，存在しない無偲できる促進因子…） 0・24% 
+l 軽度の促進悶子 （わずかな，低度の促進凶子・） 5・24% 
+ 2 'I＇等度の促進因子（中程度の，かなりの促進因子 υ ） 25・49% 




























































3 手ljき手：左〔 〕右〔 両手ljき〔
4 最近1ヶ月間の盆盆匁週二Eはどうですか？：
とても良い〔 〕 良い〔 〕 普通〔 〕 悪い〔 ］ とても悪い〔 〕
5 最近1ヶ月の精神li・情緒聞の誠子はどうですか？
とても良い〔 〕 良い〔 〕 普通〔 〕 悪い〔 〕 とても怒い〔
6 今，何か痘気全窓越がありますか？
いいえ〔 〕 はい〔 〕
「はいJを選んだ方，それはどのようなことですか？
7 これまでに生活に影響を及ぼすような重大な傷害を負ったことがありますか？
いいえ〔 〕 はい〔 〕
fはいj を選ばれた方，それはどのようなことですか？
8 過去1年以内にム隆しましたか？














ICF Checklist ① WHO (2003. 9) 
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1 1 悠頭や蓬盤企悠Blがありますか？





いいえ［ 〕 はい〔 〕
「はいJを選ばれた方，それは何ですかっ
1 3 セルフケアや買い物等，日常生活のことで他の人からの支援を受けていますか？
いいえ〔 〕 はい〔 〕
fはしりを選ばれた方，それはどんな人で，どんな支援ですか？
1 4 健康の維持＂~往復のために，｛可か塗~を受けていますか？



































































































































































































































…F 一一一一一一一一一…←一一一… iく対人関係〉 -
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語になるという ICFのことを知った時は彼務的だ、ったことを今でもよく党えている ICF 
については，そのイロハから，日本社会事業大学の佐藤久夫先生にご指導いただいた．飛
び込みで相談申し上げた筆者を受け入れていただき，今なお｜援かくこ、指導いただいている
あらためて感謝申し上げたい
その後， F革審のある子どもへの教育実践へのICF活用の在り方について検討を進めたが，
どのように殺捜したらよいか，新たな課題にぶつかることになる．そのような中で，｜司じ
ように実践への ICFの活用を試みる会箆l各地の仲間たちとの多くの出会いがあり，彼らと
共に考え，共に歩みながら一歩一歩研究を進めてきた．その流れは，ICF-CYJapan Network 
という任1主の組織に結実し，今も共に歩んでいる．あらためて感謝申し上げたい．
その後，同研究所でも，教育実践や教育施策への活用に関する研究課題を立て，筆者は
研究代表者を拝命し，検討をil:ねてきたーその一部は，中央教育審議会の専門部会にも参
考資料として提出させていただいた 同研究所での一連の研究も，多くの関係者の方々の
ご協力なしには進めることはできなかった．あらためて感謝申し上げたい．
研究推進に関しては，多くの国際的な協力を得られたことも大きかった 客員研究員と
してアメリカ合衆閤ノースカロライナ大学に出向き， WHOのICF-CYワーキングループの
議長をされていたRuneJ. Simeonsson教授（rRuneさん」）のもとでICF-CYの開発にも
関わらせていただいた＿ Runeさんには，その後も様々な場面でご支援をいただき，多くの
海外の仲間たちとのつなげてくださった．国際的な場でさらに活動を広げていくために，
rPh.DJを早く取得することを勧めてくださったのも Runeさんである．あらためて感謝
申し上げたい．
特別支援教脊における活用であることから，文部科学行政関係の方々に多大なご協力を
いただくともに， ICF及びICF-CYを所管する厚生労働行政関係の方々にも悶犠にご、協力
をいただいた．明羽Oの ICFチェックリストの湖訳に際してご配慮をいただくともに，
I CF-CYの臼本語への翻訳にも関わらせていただいた．あらためて感謝申し上げたい．
多くの人とのかかわりで紡いで来た，特別支援教育における ICF及びICF司CY活用につ
いて学術的にまとめたいと考え，本学に入学した．まとめ上げる作業はちたして容易ではな
く，迷走した期間も決して短くなかった その照，暖かく見守り，的確なご指導をいただ
いた川閉館之介先生をはじめ，諸先生方に対して 心より感謝申し上げる次第である．勤
務として平行しての学生生活にはそれなりの1f.労もあった ｜援かく支媛していただいた上
司・同僚各位にあらためて感謝申しとげたい．そして，もちろん家族にも感謝したい．
今，ようやく「特別支援教育における ICF及びICF-CYの活用に関する研究jを博士論
文としてまとめることができた この研究は，多くの関係者の皆さんと共有してきた忍い
や蓄積を，祭者が代表してとりまとめた研究だと考えている．ある在Iの使命感が本研究維
進の原動力となった本研究が，障害のある子どもたちゃ関係者の皆さんのために少しで
もお役に立つことを心から綴っている．本論文の完成を一つの区切りとし，おUt話になっ
た数え切れないほどの方々への慾返しのために，またさらに次の一歩を踏み出したい．
i走，jι互主tfi:島
